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第 115号 
 

令和 7年（2025 年） 

 

7 月 18 日発行 

 

「地歴・公民部会の使命―『学び合い・認め合い・高め合い・支え合う』場としてー」 

          北海道高等学校教育研究会地歴・公民部会長  髙 橋  一 矢 

（ 北 海 道 札 幌 厚 別 高 等 学 校 長 ） 

  

今年度、高教研地歴・公民部会長を仰せつかることとなりました札幌厚別高校の髙橋で 

す。会員の皆様には、日頃より当部会の活動に多大なるご理解とご協力をいただいており 

ますことに、心から感謝申し上げます。もとより微力ですが、活動の充実・発展に努めて 

まいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 まずは私事になります。新米教師として地方の小規模校に勤務していた頃、希望に燃え 

情熱をもって日々の授業に取り組んでいたつもりでしたが、事前に十分な教材研究もでき 

ず、教え方も未熟で、生徒の反応も芳しくありませんでした。何とか生徒にとって「分か 

る」「楽しい」「魅力的な授業がしたい」と、藁をもつかむ思いで、初めは授業のネタ探し 

という目的で本研究会（地歴・公民部会 ※以下 本部会）に参加したことを思い出しま 

す。以来何があってもこれまでほぼ毎年参加し続け、今更ながら本部会から学んだもの 

は、私にとって一生の宝物になっていると確信しています。 

ところで、俯瞰的に見た場合、本部会には大きく二つの機能があると考えています。第 

一は“授業”充実のための「共有」の機能です。全道の教員が世代を超えて、授業に係る 

さまざまな情報を「共有」する場として、これまで大きな役割を果たしてきたところです。 

第二は「協働」の機能です。今日では、小規模校の増加に伴い、教員の孤立化が指摘され 

ています。特に初任段階の教員の力量形成には同じ教科教員の協働化が不可欠になります。 

若手教員の育成は私たちの責務です。本部会には何より「信頼関係に基づく協働意識の形 

成」という大きな使命・役割があるのではないかと強く思っています。本部会にはこれま 

での軌跡を振り返り、互いに「学び合い・認め合い・高め合い・支え合い」ながら、引き 

続き未来につなげる実践を「共有」し、「協働」して進めていくことを期待しています。 

さて、昨今、次期学習指導要領（2027 年度に見込まれる）のリニューアルに向けた作 

業が本格的にスタートしています。「持続可能な社会の創り手の育成」を掲げる第四期教 

育振興基本計画からすれば、現行のキーワードである「主体的・対話的で深い学び」が引 

き継がれることが予想されます。地歴・公民科においては、「主体性」そのものの曖昧さ 

に加え、デジタル化への対応・ICT の活用法や、専門ではない科目をどう教えるのか（地 

理総合や歴史総合において）等々、課題解決に向けた新たな実践はすでに始まっています。 

 今日、VUCA といわれる予測が難しく変化が激しい時代にあって、コロナパンデミッ 

クや戦争のような突発的・歴史的な出来事にも向き合いながら、目の前の生徒の未来に貢 

献するために、どのような教育を創ることができるのか。現学習指導要領が掲げる「グロ 

ーバル化する国際社会に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民 

としての資質・能力を育む」ため、全道の地歴・公民科教員の英知を結集しつつ、今後も 

地歴・公民科教育のさらなる高みに迫り、新しい視点から切り拓いていきたく思っていま 

す。 

 結びに、本部会がこれからも全道の地歴・公民科教員の同僚性の継承の起点になること  

を祈念するとともに関係各位の一層の御理解と御協力をお願いし、挨拶とさせていただきま 

す。 
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●令和７年度(2025年度)高教研地歴・公民部会役員一覧 

  

役  職 氏   名 学 校 名 住          所 

部 会 長 髙 橋 一 矢 札幌厚別高校 札幌市厚別区厚別町山本 750-15 

副部会長 

阿 部   穣 有朋高校 札幌市北区屯田 9 条 7丁目 

箕 浦 真 人 江別高校 江別市上江別 444-1 

渡 辺 晃 史 札幌白石高校 札幌市白石区川北 2261 

監  事 
志 田 光 瑞 札幌北陵高校 札幌市北区屯田 7 条 8丁目 5-1 

柳 野 五十秀 札幌平岸高校 札幌市豊平区平岸 5 条 18丁目 1-2 

運

営

委

員 

世界史 

榊 原 康 文 札幌大通高校 札幌市中央区北 2 条西 11丁目 

菊 池 真 哉 札幌英藍高校 札幌市北区篠路町篠路 327-67 

日本史 

安 藝 宏 和 札幌北陵高校 札幌市北区屯田 7 条 8丁目 5-1 

泉   宏 和 岩見沢東高校 岩見沢市並木町 30番地 

地 理 
三 浦   徹 札幌国際情報高校 札幌市北区新川 717-1  

久 恒   亮 石狩翔陽高校 石狩市花川東 128 番地 31 

公 共 
山 科 晶 裕 有朋高校 札幌市北区屯田 9 条 7丁目 

伊 藤   航 札幌北高校 札幌市北区北 25条西 11丁目 

倫 理 
渡 邊 昭 博 札幌北陵高校 札幌市北区屯田 7 条 8丁目 5-1 

倉  部 英利子 札幌手稲高校 札幌市手稲区手稲前田 497 番 2 

政治・ 

経済 

下 川 欣 哉 札幌南高校 札幌市中央区南 18条西 6丁目 1-1 

吉 川 敦 巳 札幌東高校 札幌市白石区菊水 9 条 3丁目 1-5 

事

務

局 

局 長 砂 金 珠 恵 

札幌厚別高校 札幌市厚別区厚別町山本 750-15 

次 長 小野間 透 友 

事務長 中 村 直 人 

局 員 

渡 邉   歓 

平 山 良 行 

谷   尊 仁 

北 清 義 人 

鈴 木   香 

忽滑谷 慶 勝 
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●令和 7年度高教研地歴・公民部会（教科別集会）のご案内 
 

１ 地歴・公民部会 研究主題について 

(1) 令和 7年度地歴・公民部会研究主題 
    「社会的な見方・考え方」を育てる I C Tを効果的に活用した授業の在り方 

(2) 令和 7年度専門部（分科会）研究主題 
ア 世 界 史 ： I C Tを活用し、主体的に取り組み課題を見出す力を育てる学習指導の工夫・改善 

イ 日 本 史 ： 歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり、解決したりする活動が展開する授業の設計 

ウ 地  理 ： 探求的な学びを通して「地理的な見方・考え方」を育む授業デザインの工夫 

エ 公  共 ： I C Tを活用し、公民的資質を育成する「公共」の主体的・対話的な授業構想と実践 

オ 倫  理 ： I C Tを活用し、公共や倫理の学びを手掛かりに在り方生き方の思索を深めるための授業展開 

カ 政治経済 ： 公民としての資質・能力を育成する「政治・経済」学習指導の工夫・改善 

２ 期  日   

令和 8年１月 8日（木） 

３ 会  場   

北海道札幌厚別高等学校 

〒004-0069  札幌市厚別区厚別町山本 750-15  TEL 011-892-7661  

４ 内  容（ 時間帯は予定 ） 
9:00     9:30     10:20 10:30          12:30      13:30                      15:30 15:50 

受 

付 

開会式 

総 会 

各研究会紹介 

【当日案内】 

休 

憩 

講      演 

(分科会ごと) 

 

【使用教室は当日案内】 

昼 

食 

研究発表・協議 

(分科会ごと) 

 

【使用教室は当日案内】 

閉
会
式 

５ 講演・研究発表・司会・記録の依頼  

分科会運営委員が依頼します。ご協力をお願いします。 

６ 交通機関   
(1) 地下鉄東西線 「新さっぽろ駅」 または 「ひばりが丘駅」より 

  ○中央バス 山本線（白 27）「厚別高校」下車 徒歩 5分 

 (2) 地下鉄東西線 「新さっぽろ駅」より 

  ○中央バス 厚別通線（白 38）「厚別高校」下車 徒歩 10分 

 (3) 地下鉄東西線 「南郷 7丁目駅」より 

  〇中央バス 北都線（白 25）「厚別西 2条 2丁目」下車 徒歩 15分 

 (4) JR「厚別駅」下車 徒歩 20分 

※ 本校の駐車場は運営者・講師以外にも若干の駐車スペースはありますが、満車の際は、校舎周辺には

駐車スペースがありませんので、できるだけ公共の交通機関をご利用ください。 

７ 研究紀要 63号の執筆依頼 
(1) 教科に関することで、24,000字以内（24文字×1,000 行 10頁以内）です。 

（詳細は高教研会報 122号に記載） 

(2) 申込みは、令和 7年 8月 25日（月）までに事務局(札幌厚別高校)へ論文概要を送付してください。 

８ その他 
開催方法は対面開催とし、各分科会（講演・研究発表協議）については、 

オンライン配信併用実施の可否を検討中。 
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●令和 7年度地歴・公民科 各種研究会のご案内 
研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 世 界 史 研 究 会  

会 長 名 橋 本 達 也（北海道科学大学高等学校長） 事務局長 本 間 靖 章 

事 務 局 北海道札幌南高等学校 札幌市中央区南 18条西 6丁目 1-1 TEL 011-521-2311 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和７年８月８日（金） 会 場 
札幌市生涯学習センター ちえりあ  

※ 対面とオンラインのハイフレックス 

第５６回北海道高等学校世界史研究大会 
参 加 料 

対面   ：2,000 円 

オンライン：1,000 円 
 

○テーマ 「歴史教育と大学・社会をいかにつなぐか」 

○参加費 対面 ：2,000 円 オンライン：1,000 円 
       ※ 決済はオンライン決済を基本・対面参加は当日会場で徴収 
○日 程 

9：00 ～ 9：30  受付 

9：30 ～ 9：45  総会（北海道のみ） 

9：45 ～10：00  開会式 

10：00 ～12：30 講演 

講師：宮 野   裕（岐阜聖徳学園大学 教授） 

「中世ルーシからロシアへ～ロシア＝ウクライナ戦争の洞察のために」 

13：30 ～16：30 パネルディスカッション 

「大学入試分析から見えた授業改善のあり方（大学入試ワーキング

ループ」 

・R７大学入試から見えた求められる力 

   尾 村 晃 治（函館中部高校） 

・求められる歴史教育のあり方 

   山 岸   皇（帯広柏葉高校） 

・求められる評価問題のあり方 

   奥 田   尚（札幌東商業高校） 

・コメント  

   高 瀬 奈津子（札幌大学教授） 

○申込み https://forms.gle/SR6KE86dtkv4ZEq18 

     または右記 QR コードによりお申し込みください。 

          申し込み締切 ＝ 7月 25日（金）17:00  
※ 詳細は各学校に案内される実施要領をご覧ください 

 

研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 日 本 史 教 育 研 究 会  

会長(代行) 藤 島 尚 子（北海道札幌東陵高等学校長） 事務局長 國 岡   健 

事 務 局 北海道恵庭南高等学校 恵庭市白樺町４丁目１番１号 TEL 0123-32-2391 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和７年８月７日（木） 会 場 北海道クリスチャンセンターホール 

第４８回北海道高等学校日本史教育研究大会 参 加 料 2,000 円 
 

○日 程 

9:00～ 9:30 受 付 

9:30～10:00 総 会   

10:00～12:00 講演１  

演題 「満州事変前後の日本外交―ワシントン体制論との関係からー」（仮） 

講師 小 池 聖 一 氏（広島大学大学院人間社会科学研究科 教授） 

12:00～13:30 昼食・休憩・準備 

13:30～15:30 講演２ 演題 「歴史の中の兵士」（仮） 

       講師 郡 司   淳 氏（北海学園大学人文学部 教授） 

○参加方法 事前申し込みは必要ありません。当日会場で受付をしてください。 

※ 詳細は各学校に案内される実施要領をご覧ください。 
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研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 地 理 教 育 研 究 会  

会 長 名 阿 部   穣（北海道有朋高等学校長） 事務局長 芳 沢 文 明 

事 務 局 北海道札幌有朋高等学校 札幌市北区屯田 9 条 7丁目 TEL 011-773-8200 

研究会の 

ご案内 

期 日 
令和７年８月１日（金） 

令和７年８月２日（土） 
会 場 中標津町総合文化会館「しるべっと」 

第53回北海道高等学校地理教育研究会「道東大会」 参 加 料 7,000 円 他 
 

○研究主題 地域の自然環境と歴史から捉える第一次産業の展開 

      〜日本遺産「『鮭の聖地』の物語」を事例として〜 

○日  程 

８月１日（金） 

  9:30～ 集合・開会式（中標津町総合文化会館「しるべっと」） 

 10:30～12:00  巡検 A 大地の雫 牧場見学 

          案内：浦 山 大 地 氏（（株）大地の雫） 

 13:50～14:40 講演 A 「根室海峡、鮭の聖地の物語への旅」 

           講師：市 村 政 樹 氏（標津町サーモン科学館） 

 14:50～16:50  巡検 B  標津町ポー川史跡自然公園見学 

案内：小 野 哲 也 氏（ポー川史跡自然公園 園長）   

 17:00～17:30 巡検 C 標津線 旧根室標津駅 転車台 

          案内：和 田 徳 子 氏（標津転車台保存会） 

 19:00～ 教育懇談会【ホテル川畑】 

８月２日（土） 

  9:00〜    ホテル出発 

 10:00〜12:00  巡検 D 別海町観光船【野付半島トドワラ散策】 

           案内：別海町観光協会 

 14:30～16:00 巡検 E 別海町旧奥行臼駅逓所 

          案内：戸 田 博 史 氏（別海町郷土資料館 学芸員） 

 16:00～ 閉会式【バス内】 

 

○参加費用 

 ・大会参加料：¥7,000・宿泊代：¥8,800・教育懇談会費：¥6,000  合計¥21,800 

   

○参加申込 北海道根室高等学校 「高地研道東大会実行委員会」 

  

○宿  泊 標津川温泉ぷるけの館ホテル川畑       

 

〇申し込み方法  

・右の二次元バーコードを読み取り、   

Googleフォームにて申し込みをお願いします。  

 
※ 詳細は各学校に案内される実施要領をご覧ください 
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研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 「 倫 理 」 「 公 共 」 研 究 会  

会 長 名 鈴 木   究（北海道帯広柏葉高等学校長） 事務局長 佐 藤 克 宣 

事 務 局 北海道札幌南高等学校 札幌市中央区南 18 条西 6丁目 1-1 TEL 011-521-2311 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和７年８月７日（木） 会 場 
かでる２・７ 520研修室 
※ 対面およびオンライン開催 

2025年度北海道高等学校「倫理」「公共」研究会

（第 59 回研究大会） 

参 加 料 2,000 円 
 

○主 題「人間としての在り方生き方について思索を深める授業をどのように構築するか」 

     ～どのようにして言語能力，情報活用能力，表現力を育成するか～ 

(1)「講演」 

 演 題 「何のために倫理（規範倫理学）を学ぶのか」 

 講 師 北海道大学文学研究院 准教授   奥 野 満里子 氏 

 

(2)「授業実践発表」 

 実践発表①「倫理」 北海道網走桂陽高等学校 教諭 山 口   和 

 実践発表②「公共」 北海道静内農業高等学校 教諭 飛 岡   健 

 

(3)「研究協議」 
  参加された先生方とのグループワークなどを通して, 公民科の授業における「人間とし

ての在り方生き方について思索を深める授業をどのように構築するかについて協議 

 

(4)「助言」 

 助言 空知教育局学校教育指導班 指導主事 吉 田 あゆみ 氏 

 

○日 程  

 

 

 

 

○参加申し込みについて（会場参加・オンライン形式による参加者共通フォーム） 

 右側の QR コードを読み取ってください。お申し込みの締切 

 は、2025年 8月 1日（金）です。 

 オンラインで参加される場合は、 

 お申し込みまでに参加費をお振込みください。 

 尚、入力内容を変更する場合は、 

 再度送信願います。 
 

※ 詳細は各学校に案内される実施要領をご覧ください 
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研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 政 治 経 済 研 究 会  

会 長 名 瀧 澤 共 喜（北海道留萌高等学校長） 事務局長 中 村 大 輔 

事 務 局 札幌光星中学校・高等学校 札幌市東区北 13条東 9丁目 1-1 TEL 011-711-7161 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和７年８月２日（土） 会 場 
札幌光星中学校・高等学校 
 ※ 対面およびオンライン開催 

令和７年度北海道高等学校政治経済研究会第 50回記念研究大会 参 加 料 5,000円 
 

○テーマ「これからの社会で主体的に行動できる力を育む公民科教育のあり方」 

○参加費 2,500円  資料費 2,500円（合計 5,000 円） 

○日 程 

8:30～ 9:00 受付 

9:00～ 9:30 開会式・全公社研総会 

9:30～11:30 記念講演 

演 題「きみのお金はだれのため ～高校生が学ぶ金融教育とは～」 

    講 師 田 内   学 氏（社会的金融教育家・作家） 

12:30～14:00  分科会 

    ア）公共・政治・経済分科会 

    発表者 寺 田   圭 教諭（北海道登別明日中等教育学校） 

        石 川 周 子 教諭（東京都立文教高等学校） 

    イ）公共・倫理分科会 

    発表者 菅 野 真 文 教諭（北海道函館中部高等学校） 

        山 本 智 也 教諭（筑波大学付属駒場中・高等学校） 

14:10～16:10 シンポジウム 

テーマ「これからの社会で主体的に行動できる力を育む公民科教育のあり方」 

      シンポジスト 佐 藤 友 洋 氏（北海道札幌稲雲高等学校教諭） 

           藤 牧   朗 氏（札幌日大大学中学校・高等学校教諭） 

           樋 口 雅 夫 氏（玉川大学教授） 

    ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ   篠 田 健一郎 氏（全国公民科・社会科教育研究会事務局長） 

16:10～分科会報告 

16:20～閉会式 

 

○参加申込（Googleフォームによる申込）  申込用二次元コード＝ 
   URL ＝ https://forms.gle/L2BuT96H6UG8wi7m8 

 

○申込締切 ＝ 7月7日（月） 

 

※ 詳細は各学校に案内される実施要領をご覧ください 
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